
様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹ほんものアートマーケット実行委員会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 南丹ほんものアートマーケット 

事業の概要 

 中心市街地で行われる「そのべ軽トラ市」と連携し、織物工場での

ものづくり体験や、作家による作品販売を実施し、まちなかの賑わい

を創出した。 

事業費総額 111,478 円 うち交付金額 95,478 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（八木支所地域総務課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

スタンプラリー等を実施する中で、参加者がま

ちなかを巡り、賑わい創出に成果があった。 

事業を進めるうえでの課題 □無  ☑有（出品する作家の継続的な確保） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２６日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 食と暮らしの研究会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 自給自足をめざした菜種油づくりワークショップ 

事業の概要 

 耕作を行いながら生活をしたいと考えている現Ｉターン者・Ｕター

ン者に、農業に関わる機会を持たせることで、田畑の管理将来的な耕

作放棄地の解消を目指す。また、美山産の菜種の栽培を普及させるこ

とで、美山町のあらたな景観形成を図る。 

事業費総額 222,670 円 うち交付金額 195,190 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

ワークショップを開催し、地域の参加者に油に

纏わる実態を広く知らせることができた。 

実際に地域資源を活用した油の自給を行って

いる人や、その活動現場を訪れる中で、今後の展

開として田歌集落から始めることとなった。 

 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（原材料の確保や、搾油機のイニシ

ャル・ランニングコストの捻出を明確化すること

が、事業を持続していく上で必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 □普通 ☑消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２６日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 「のあがりフェス in 鶴ヶ岡」実行委員会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 のあがりフェス in 鶴ヶ岡 

事業の概要 

２８年度から閉校となった小学校を会場に、美山地域内で活動して

いるグループを主体に音楽イベントを開催する。地域住民同士のコミ

ュニケーションの活発化、外部への魅力発信を行い、地域の活性化を

図る。 

事業費総額 170,000 円 うち交付金額 170,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

若者を中心に地域活性化に向けた活動を行う

プロジェクト立ち上げのきっかけが作れた。 

地域の女性グループとの連携を取ることで、幅

広い年齢層との繋がりづくりができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２６日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 西田の活性化を考える会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 豊かな地域づくり ～つながりと支え合いのある地域を目指して～ 

事業の概要 

 有志でのイベントやサロン活動が、地区内全体の取り組みに至ら

ず、活動に行き詰っている現状を打破する為、新たな活性化を図る包

括的組織を立ち上げ、個々の活動の全体化行い。高齢化が着実に進む

地域の繋がりを目指す。 

事業費総額 200,000 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 これまでの取り組みが区民全体で行われるよ

うになり、参加者の年齢層の幅が広がった。 

地域の結束が強まり、高齢化を見据えたサロン

活動を積極的に行うことで、地域住民の健康に対

する意識付けに繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（認知度にまだ向上の余地がある。

また、今後の活性化に向けて新しい取り組みを行

う必要がある。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 □普通 ☑消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 里山 Global Exchange 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 関西地域の大学生・留学生の国際交流里山合宿 in 日吉 

事業の概要 

 日吉町で関西地域の大学生・留学生を対象とした合宿を行う。合宿

には地域住民が参加できるプログラムを盛り込み、それぞれの交流す

る場をつくることで、地域住民の国際的な感覚・異文化理解を育む機

会を提供し、大学生・留学生には日本の里山地域の暮らしを知っても

らう。 

事業費総額 238,846 円 うち交付金額 177,860 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

地域の小学生・高校生と留学生がお互い楽しみ

ながら交流できる場を提供できた。その中で、互

いの文化についての理解促進に繋げることがで

きた。 

食事や宗教・生活習慣の違いを理解し、配慮す

るという姿勢が受け入れる地域側に身についた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（プログラム内の時間配分、一般参

加者への広報の仕方） 

協働担当課への情報提供は積極的か ☑積極的 □普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 手づくりのおかげさまさま市実行委員会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 手づくりのおかげさまさま市 

事業の概要 

 手づくり品の物々交換を行う機会を設け、『物』への関心を芽生え

させ、一つの物を大切に作る人を増やす。 また、物々交換の際に生

まれる会話から、地域内外の交流を活発化させる。 

事業費総額 272,225 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 回を重ねるごとに来場者が増え、人と人との交

流が盛んに行われるようになった。 

 ただ物々交換を行うだけでなく、お米であれば

栽培法、陶芸品であれば工程を行う等、ただの会

話だけではない、作り手の思いを聞くことができ

るという点で、密度の高い交流を生むことができ

た。 

事業を進めるうえでの課題 □無  ☑有（広報手段の拡充） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 明治国際医療大学 スポーツ振興プロジェクト 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 

スポーツ振興プロジェクト 

～地元開催のスポーツ大会でケガの予防をサポート～ 

事業の概要 

 トライアスロン大会の会場内にスポーツケアブースを設置する。 

鍼灸師・柔道整復師教員の指導の下、選手のケガ予防に取り組むとと

もに、東洋医学の啓発を行う。 

 また、一般市民に向け、選手の競技中にツボを使った疲労ケアの方

法や、ストレッチ等の無料体験を実施することで、地域住民の健康増

進を考える。 

事業費総額 207,730 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

チラシ等広報活動を行い、当日出走者数の半数

以上がスポーツケアブースを利用し、ストレッ

チ・アイシング等の多様なコンディショニングを

実施し、利用者アンケートについても満足度の高

い回答を得た。 

一般市民対象のストレッチ・アロマボディケア

の無料体験についても同様に好評を博し、鍼灸・

柔道整復の重要性を示した。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（想定していたよりも利用人数が多

く、整理券等の対策が必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

 平成２８年４月２８日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 栄町遊友会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 栄町つながり隊「遊友通信」 

事業の概要 

 地域の繋がりが希薄化する栄町区で、コミュニティ広報紙「遊友通

信」を毎月発行し、お祭り等の自治会行事、グラウンドゴルフ・日本

舞踊等のサークル活動を広報し、住民の新たな参加を呼び掛ける。 

 協働・共助を推進し、安心・安全な地域づくりをめざす。 

事業費総額 100,001 円 うち交付金額 97,446 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

回覧を行っていた際は、目を通す程度で済まさ

れていたが、全戸配布を行ったことで、昼間不在

の家族にも読んでもらえるようになった。 

それが功を奏し、サークル活動は大幅に参加者

が増加し、新たな同好会が設立されるなど、自治

会行事・サークル活動が地域に急速に浸透してい

った。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（体制を強化する必要があり、自治

会の組織として運営する方向で働きかけてい

る。） 

協働担当課への情報提供は積極的か ☑積極的 □普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 ハートフルクッキング 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 料理教室を主とした居場所 

事業の概要 

 障害等様々な理由から仕事に就けずにいる人を対象に、管理栄養士

を講師として招き、料理教室を行う。参加者の料理スキルの向上だけ

が目的ではなく、料理や食事をしながら言葉を交わすことで、心と身

体の健康保持増進を促す。その過程で、食の大切さを知ってもらう。 

事業費総額 163,682 円 うち交付金額 141,834 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

栄養についての講習を行う中で、参加者が手軽

な家庭料理を身に付け、自炊に取り入れてもらう

等、偏食の減少に繋がった。 

日常の苦労について話されるなかで、思いを共

有するなど、人との繋がり作りに貢献し、参加者

の就労先が決定するなど、自立支援の一旦を担う

ことができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（構成員２名ということで、参加受

け入れができなかった人もいた。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 □普通 ☑消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 向山区 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 虹の湖パターゴルフ場を活かした活力ある向山づくり事業 

事業の概要 

 地域内のパターゴルフ場に隣接する区有地を、マウンテンバイクレ

ース場とし、大会を開くことで、パターゴルフ場の利用促進を行う。 

 会場では区の特産品・加工品の販売を行い、観光客誘致と来訪者の

確保を目指す。 

事業費総額 251,922 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

地域の景観を活かした区有地の有効活用がで

きた。 

自転車レースをきっかけに、向山区の特産品・

加工品への注目を集め、新たな加工品開発に繋げ

た。 

また、パターゴルフ場についてもＰＲを行い、 

認知度向上に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（将来に自立に向けての構想を練る

上で、まだまだ制度活用やアドバイザーが必要で

ある。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 □普通 ☑消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹市道の駅「美山ふれあい広場」活性化連絡協議会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 道の駅花飾り 

事業の概要 

 「美山ふれあい広場」には、地域の特産品販売所や観光協会が 

 置かれ、観光目的で美山に来た人にとっては重要な場所となってい

るが、観光客からは「春先の風景が殺伐としている」との意見もあり、

道の駅を「春・夏・秋」の三季にわたり草花の植栽で充実させること

で、地域のイメージアップを図る。 

事業費総額 200,880 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

四季折々の花の植栽により、「地域の玄関口」

として、観光者に道の駅の印象をより強く残すこ

とができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（多くの人が行きかう中で、日常的

な管理体制の強化が必要） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 Great Luck Project 南丹 PRコーナー実行委員会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 Great Luck FES’１５南丹 PRコーナー 

事業の概要 

南丹市の活性化を行う上で、外部の人間に南丹市を知ってもらうこ

とが重要と考え、ライブイベント「Great Luck FES’１５」内で南丹

市の PRコーナーを開設。 

その他、市内の飲食店・活動団体にブース出展を依頼し、市外の方

との交流の機会を図る。 

事業費総額 193,445 円 うち交付金額 193,445 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

市外から人が来るイベントを一つのきっかけ

に地域住民との交流の場を設け、地域との連携強

化に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（より多くの団体を誘致する上で、

南丹市についての知識、理解を深めることが必要

になる） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 NPO法人 丹波ネット 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 都市・集落 JC（ジョイントセンター）開設 

事業の概要 

 限界集落が数多く存在する美山町では、伝統行事の継承や集落の維

持活動が難しくなっている。都市住民との交流を継続的に行うことを

目的に、拠点を設置し、地域の課題解決に向けた取り組みを支援して

いく。 

事業費総額 500,000 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 京都府や大学との連携を強め、集落に人が入る

足掛かりを作った。早くもボランティアの方と導

入された集落の住民との繋がりが構築されつつ

あり、今後の活動に期待が持てる。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（人材不足と経験不足から、運営に

ついての手法を伝え、後継者を育てていくことも

必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 京都桑田村 

設定課題 （自由提案型） 

事業名  京都桑田村 50 年プロジェクト 

事業の概要 

以前より関わりのあった大谷大学の学生や、たかつかさ保育園との

連携を深める中で、集落内の高齢者に地域行事や古くから伝わる養蚕

を伝えていく。その過程を通じて高齢者に良い刺激を与え、活力ある

生活を伝える。 

事業費総額 210,000 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

大谷大学へのキャンパス体験を行い。またその

場で昔から伝わる遊びを伝えることで、互いに良

い影響を与えた。文通を行うなど、その後も良好

な関係が続いている。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 子育てサポートねいろ 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 

ＯＮＬＹ ＯＮＥを大切に育てる会 

～子どもの個性を輝かせよう～ 

事業の概要 

 専門的な知識と経験を持つ団体構成員が、発達の課題・つまずきが

見られた子供に、個人の特徴ごとに個別の支援を提供していく。また、

今回新たに保護者同士の交流の場を設け、子育ての悩みを共有し、子

供の発達について学ぶ機会を作る。その中で希望する保護者に対して

個別の子育てプログラムを実施する。  

事業費総額 233,903 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

子供の発達課題に添った活動を取り入れたこ

とで、子供達がそれぞれ成長する様子がみられ

た。親同士で話し合うことで、子育ての悩みを分

かち合うことができ、ストレスの軽減につながっ

た。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（広報活動の不足により、参加者が

伸びなかった。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 天引区の活性化と未来を考える会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 

平和で美しいふるさとの発展を祈る「ほたるコンサート」の取り組み 

（ほたるコンサート） 

事業の概要 

 これまで行ってきた事業の成果により、ほたるコンサートは地域行

事として定着し、活気を増している。今後の目標として地域外の人々

との交流を取り入れるため「恋活」を実施する。 

 また、コンサートの内容についてもより一層の充実を図る。 

事業費総額 205,738 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

これまでの繋がりから、篠山市の団体からの出

店や、コンサートに新しく出演者が増える、地域

外からも数多くの人が見られた等、これまでの事

業の取り組みが周囲に波及し、徐々に関わりが広

がっている。昨年度よりも事業の質的向上が認め

られる 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有(地域外から人を呼ぶ上で、トイレ

の設置や駐車場の狭さがネックとなる。他、次年

度以降の運営資金の確保に課題が残る。) 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 NPO法人 グローアップ 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 あつまれ、そのべっ子！ 

事業の概要 

 親が育児に注力する中で、社会との距離が離れてしまうことから感

じる孤独感を解消するために、親子で参加できる広場を開設し、課題

解決を目指す。南丹市内の中でも子供の多い園部町には１ヶ所のみの

設置であり、別の場所でも開設してほしいとの声を受け、事業を行う。 

事業費総額 251,118 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

歩いて行ける範囲のご家庭から、子育て広場が

開設されたことに対して高評価を得た。親同士の

情報交換も盛んに行われ、課題解決に貢献した。 

また、今後も市の委託事業として、園部町で週

一回の子育て広場を開催することとなった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（開催場所について、要望に応えき

れなかった点） 

協働担当課への情報提供は積極的か ☑積極的 □普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 口人の郷 

設定課題 自由提案型 

事業名 ふれあい体験農園 in口人 

事業の概要 

 高齢化する集落の活性化を農作物の栽培を中心に行う。過去の事業

実施により、口人地域内の連携は強化されてきた。 

 これまで都市住民には収穫体験を行うのみであったが、今回は種ま

きから参加を募り、口人に関わる機会を増やす。 

事業費総額 202,016 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（農政課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

ふれあい農園における植栽・収穫の作業を通し、

都市住民や園児と区民の交流が図れた。 

口人散策マップができたことにより、区民の関心

がより高まった。 

事業を進めるうえでの課題 □無  ☑有（一部区民への負担軽減） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 里まる 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 木炭づくりと里山の再生 

事業の概要 

 地域住民の高齢化が進み、担い手不足から里山の手入れが行き渡ら

ず荒廃する様子を見て、山の手入れや地域に伝わる炭作りの方法を学

び、里山の再生を目指す。 

 最終年度となる今回は、これまで行ってきた木炭の製造に加え、新

たに白炭の製造に着手し、ブランド炭としての流通を目指す。また、

地域の田畑再生に取り組む別の団体との協力事業を行うことで、団体

知名度の向上を図る。 

事業費総額 359,000 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

道の駅での販売を通じ、炭の良さを紹介しても

らったことで需要が伸びている。 

口コミによる新たな販売ルート確保や、白炭窯

の完成により、今後新たに事業展開を見込める。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（炭の需要・供給のバランスを考え

た作業の取り組み方を構築することが必要） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 仁清の里づくり委員会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 仁清の里づくり事業 

事業の概要 

大野区が江戸時代の陶芸家・野々村仁清の生誕の地であることを地域

により深く浸透させ、地域の良さに気付いてもらう。これまで行って

きた陶芸教室が好評であり、今回は教室内で陶製の灯篭を作り、盆踊

りの際に灯りとすることで、地域を盛り上げ、陶芸を息づかせる。 

事業費総額 249,000 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

陶芸教室の回数を重ねるごとに、地域での関心

を高めることができた。イベントも好評であ

り、地域住民の自信につながった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（イベント開始時期と運営側の体

制作り） 

協働担当課への情報提供は積極的か ■積極的 □普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

 

 

 


